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引⽤・参考⽂献
結 果

材料および⽅法
材料 収集と保存法
全世界の国旗の画像196個、各国の⼈⼝とビッグマック指数の
データをwebから参照した。
⼿法
使ったのは、画像認識を⽤いたクラスタリングである。コン
ピュータを使うことで客観的な分類ができ、主観的な意⾒を
排除することで公平化も可能となる。クラスタリングを⽤い
て分けたグループと、世界各国の発展に関わる何らかの項⽬
を⽐較し、共通点や相違点の理由を考察する。
196の国旗の画像をアルファベットで名前を付け保存する。こ
の時、保存した画像がgifにならないよう注意する。ピクセル
のRGBという要素から、⾊の構成が似た国旗をクラスタリング
させる。その結果、15のグループに分かれることとなった。
今回このクラスタリングデータと⽐較するのは、「⼈⼝」と
「ビッグマック指数」の⼆要素である。
まず、⼈⼝との⽐較であるが、webから引⽤した各国の2021
年⼈⼝を参照しこれとクラスタリングした結果を⽐較したも
のを分析①とする。
次にビッグマック指数との⽐較について、webから引⽤した各
国の2021年7⽉時点のビッグマック指数を、クラスタリングで
分けたそれぞれのグループごとで⽐較し、共通点や相違点が
あるか調べる。これを分析②とする。

考 察
分析①について、⼈⼝のみの分析だと各⾊で⼤きな差が出る。
これは15のグループいずれにしても地域・緯度経度も異なる国
で構成されていたため、各国の⼈⼝に影響する共通点が少な
かったからだと考えた。
これらを踏まえて分析②を⾏った。その結果⻘緑のグループに
注⽬すると、⼈⼝では範囲が約２億⼈と⼤きい。しかしGDPと
ビッグマック指数で⽐較すると、4か国が約ー0.1となっている。
これらの国の産業状況に着⽬すると、３か国が第三次産業が発
展を⽀えていた。地形や地理的な要素も関係しているのではな
いかと考えた。

結論・展望

はじめに
動機・背景
2020東京オリンピックの⼊場の映像を⾒た際、世界各国の
様々な国旗が映ったが、そのほとんどがどの国のものか字幕
で表⽰されるまで分からなかった。知っている気になってい
たが、本当は理解が浅かった。グローバル化が求められてい
る昨今、世界を知っていることが必要不可⽋だと感じ、この
リサーチクエスチョンにした。

仮 説
国旗が似ている国同⼠には他の要素でも共通点がある。
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クラスタリングを⾏った結果、下図のような分かれ⽅になっ
た。

画像クラスタリング分析で作成した1グループ1⾊で塗り分け
た世界地図で⽐較した。
また、分析①のために⼈
⼝バブルチャートを作成し
た。バブルチャートを中⼼
は全ての各国の⾸都であり
それは経度と緯度から、
OpenStreetMapで可視化した。

今回の分析では⼈⼝と経済の2つの観点から相関関係を探求
した。その結果、相関関係はあったが、1グループ全てに関
わっていたわけではないしクラスタリングをした国数に⽐べ
ると、ごく⼩規模の相関であったことが分かる。さらに多く
の要素から共通点を探せば規模が⼤きくなったかもしれない。
しかし、⼀⼝に「⼈⼝」や「経済」と⾔っても影響する要素
は数えられないほど存在している。政治体制・災害・国同⼠
の関係・歴史的背景などが複雑に組み合わさっていることで
今⽇の世界情勢を形成している。その中でも「輸出⼊」など
取り組みやすいものもあったので、それらも取り⼊れられた
ら良かった。それでも、今回の探求で画像処理により⼀つの
デバイスから世界規模の話題へと切り込むことが出来たのは
⼤きな達成感があった。国旗に注⽬することは、今まで考え
たこともなかったが、新たな観点から世界について興味を持
つことが出来たので、今後の⽣活に活かしていきたい。


